
置き場所

ユーフォルビア属／常緑低木
【観賞時期】10月～12月 【管理温度】室温10℃～25℃
【その他】非耐寒性

●室温の温度が10℃～25℃の場所で日当りの良いところが最も適しています。
植物自体は5度程度までは耐えますので、10℃を多少下回っても大丈夫ですが、

暑い場所から急激に寒い場所に移動するのはやめましょう。室外で楽しむ場合
は最低気温に注意し、10℃を下回るようでしたら室内に入れてください。

室内の日当りの良い場所に置いてください。

水やり 加湿に注意して、土が乾いているのを確認してからたっぷりと与えましょう。

●表面を指で触って、乾いているのを確認した後、水が鉢底から流れ出る
ぐらいにたっぷりと与えましょう。水やりの後、乾いたタオルなどの上に30分

くらい置いて余分な水分を取ると、土の水分量が適切になり根腐れ防止と
なります。葉が垂れるほど乾いてしまうと、下の葉が黄色く変色して落ちて
しまうのでご注意ください。

栽培の過程でご不明な点やお困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。

サントリーフラワーズお客様センター

電話番号：0570-550-087（平日10：00～17：00）
メールによるお問い合わせ：info@suntoryflowers.co.jp

サントリーフラワーズホームページhttp://suntory.jp/FLOWER/

肥料 定期的に与えましょう。

●2～3週間に1回、液体肥料を与えてください。苞（ほう）※が色づいてい

る間は特に与えなくても大丈夫ですが、与える場合は液体の肥料を
1000倍に薄めて2～3週間に1回くらい与えてください。

その他

●ユーフォルビア属の植物は切り口から白い汁が出ます。これに触れるとかぶれる方もいらっしゃいますので、作業の際
には手袋を着用してください。

※ピンク色の部分は苞（ほう）と呼ばれ、花の基部にあって葉の変形したもので、その中
心にある小さな花（サイアチア）が集まっているところが花部となります。

●プリンセチアは短日（日長時間10時間程度以下）で葉が色づく

植物です。室内灯や街灯など人工灯に影響されない自然日長下
でしたら11月下旬から12月上旬頃に色づきます。人工灯に影響

されてします場所では短日処理を行うことで色づかせることがで
きます。上手に管理すれば、毎年きれいな色を楽しむことができ
ます。


